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○学校法人興誠学園任期付教員任用規程 

平成21年４月１日 

学園規程第１号 

（目的） 

第１条 この規程は、大学の教員等の任期に関する法律（平成９年６月13日法律第82号（以

下「任期法」という。））の第５条第１項の規定に基づき、学校法人興誠学園（以下「学

園」という。）が浜松学院大学及び浜松学院大学短期大学部（以下「本学」という。）に

おいて、任期を定めて任用する教員（以下「任期付教員」という。）について必要な事項

を定めることを目的とする。 

（任期等） 

第２条 任期法第４条第１項第１号及び第２号により、任期を定めて任用する教員の教育研

究組織、職名、任期及び再任用に関する事項は、別表のとおりとする。 

（雇用契約） 

第３条 理事長は、前条の定めに基づく教員の任用については、浜松学院大学又は浜松学院

大学短期大学部の学長（以下「学長」という。）からの内申により、様式第１号に定める

同意書を提出した者と様式第２号による雇用契約を締結して行う。 

２ 第４条第４項第１号及び第２号に基づき、再任用するときは、改めて雇用契約を締結す

る。この場合の任用期間は、満65歳を超えないものとする。 

３ 雇用契約は、当該教員の申し出により途中解約することができる。ただし、解約の日は、

教育研究に支障のないよう双方協議のうえ、決定するものとする。 

４ 理事長は、雇用契約に当たり、労働基準法その他の法令の定めるところにより、契約時

の賃金、労働時間、その他の労働条件を明らかにした文書を交付する。 

（再任用） 

第４条 学長は、任用期間が満了する教員について、業績審査の結果を添えて、再任用の可

否と任用条件を理事長に内申する。 

２ 前項の業績審査は、学長の下に設けられた委員会が次の各号について行う。 

(1) 教育に関する事項 

(2) 研究に関する事項 

(3) 本学の管理運営及び社会等への貢献に関する事項 

３ 学長は、業績審査の最終結果を、任期満了６か月前までに当該教員に通知する。 

４ 理事長は、学長の内申を受けて、任期満了６か月前までに、次の各号により再任用の可
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否を決定し、当該教員に通知する。 

(1) 任期（５年以内。ただし、65歳を超える場合は65歳まで）を定めて再任用する。 

(2) 雇用期間の定めのない教員として再任用する。 

(3) 再任用しない。 

５ 前項第２号の場合、再任用後の定年は、学校法人興誠学園職員就業規則の定めるところ

による。 

（任期途中の昇任） 

第５条 理事長は、任期付教員の任期の途中においても、学長の内申により、当該教員を昇

任させることができる。 

２ 前項の場合において学内規程に特別の定めがあるときは、前条第１項の規定にかかわら

ず、学長は、併せて再任用についての業績審査があったものとして、任期満了を待たず、

再任用に係る理事長への内申を行うことができる。 

（就業条件等） 

第６条 任期付教員の任期以外の就業条件は、学園の職員就業規則、職員給与規程、退職手

当に関する規程その他の関係規程を適用する。 

（規程の改廃） 

第７条 この規程の改廃は、学長の意見を聞き、理事会の議を経て、理事長がこれを行う。 

（規程の公表） 

第８条 この規程を改廃したときは、任期法第５条第４項の定めに基づき、本学ホームペー

ジ等により公表する。 

附 則 

この規程は、平成21年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成26年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、平成27年４月１日から施行する。 

附 則 

この規程は、令和７年４月１日から施行する。 

別表（第２条関係） 

教育研究組織 職名 任期 再任用 

大学 教授 5年以内 可 
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地域共創学部 准教授 （ただし、70歳を超え

ない） 

（4条による） 

短期大学 講師 

幼児教育科 助教 
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様式第１号 

様式第２号 

 


